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1箇の縦梁がn十1筒の横梁にて支へら
れた水平結構の一般解法補遺
長 元 範 久 男
持，. 一 般 式
今第2図につきとれにかLる荷重をp=f(ぉ) とし，横梁が無いものとしたとき， その支持点
位置に相当ナる技を'!}2・・..，y" とし交叉点の反力による設の減少量をy/...・・仇rとナる。íí� 3図
の横梁にうき， とれにかLる荷重をgニチ(y)とし，横梁荷重による交叉点の設をÒ1…・ 九十1と
する。交叉点反カによる交叉点の技を，α を反カを合またい係数としてα1R1…・・・九十lRn+lとす
る。然ちぱ縦梁と横梁との交叉点にゐける誌が等しいというとと.\. ， モ戸メマント及び、荷重θ釣合
いからさたの一般式〈りを導〈ととが出来る。
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以上n十1箇の式からRl'"…R"+1の日十1箇の未知量を求めれば問題は解決するので、言うる。
さて上記式にゐけ.るY2・・・…仇及び、y/...…y，，'は未知量Rを含んで，断面が変化する場合に於て
は拙著による弾性尚組式(2)にて奥えることが出来る。 横梁については荷重による交叉点の技S
は， 両端:支持したときの荷重による抗をグ とし， ーたに同定のために生やる[!i'l定モーメントによ
るJ去をグ/ とする。交叉点反動力による技をはJrzとRを添加し℃るらわナものとすれば弐の棋
に寄〈ととが出来る。
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。=グ-à伊
(à)R=(à')Rー(à")R
との場合(à)RからRを除いたものを約束によりαとナる。 以下弐章にで著者の方法によるα
及び、8の計算法について述べるととにする。 却ち只今の横梁の結果と前の縦梁の結果とを一般
式に代入すれば問題を解決し得るのである。
� 2. 按梁荷重q=f(ぉ〉にて興えられる場合におけるα及びSの決定法
1. 荷重による曲げモーメント修正図と反カ関係
断面が漸変化して1箇の集中荷重を受けるとき修正モ{ヌント鯨図の反カは第4図を参照して
次の様1'1:求め得る。
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第 4 図
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然らぽー般荷重D場合は共の様に求め得る。
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三えに断面が階段変化の場合を取扱う予備問題として第5図，第6図の様な梯形及び三角形の荷
重をもてコ場合の反力RA， RBを調べとれを整理すれば弐の様に整然たる関係を以て書きるらわさ
れる。
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然らば断面が階段変化ナる場合に於て1箇の集中荷重をもっ場合
の曲げモーメント修正図と反力関係は第7図を参照しゅ}�(11)式
を庭用して弐の様に記述することが出来る。目的
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2. 固定モーメント修正図と反力関係
断面が漸変化 の場合に両端にl\IA， MBのモーメン
トを受ける場合に長ける修正モ{メント鯨留の反カ
i一一土フ/七(叩xJ
R" A， RI/B はさた の棋に求め得る。
第 8 図
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Eえに断面が階段変化する場合 ， 両端にl\1A， MBなるモーメ
ントを受けるとき修正モーメント鵠図のR〆'A，RI/Bとすれば第
9図を参照し(め，...，(9)式を臆用して弐 の如〈求め得る。
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第 9 図
十 一ーと7ーとくα+め}
b R〆，A=i-"(2MA+MB)一一一CA(3c+2b) 十B(3c+め〕………...・H・…・…………(16)6l 
1 __ _ _ __ _ ， b R九=i- (MB 十2MB)- -6lCA(3α十る)十B(3α 十2b)) ・・ (17) 
然らばR'A=R" A， R'B =HI/BとjないでMA， MBを求め得る。交叉点反力によるMA' MB 
もαを含んで同様に求め得る。
3. 横梁の交叉点にむける読み計算
1. 荷重による技ò' の計算法∞
断面が漸変化する場合 は第10図を参照して弐の様に求め得る。
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さえに断面が階段変化する場合は第11図を参照しでさえの様に求め得一兵一一辺d一l
F
ト
る。
第 11 図
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ii. 固定モーメントによる捺ò"の計算法
断面が漸変化する場合にjないて回定モ{メントによる読は
íín2図を参照し弐の様に求め得る。
第 12 図
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1， 断面が階段変化する場合の固定モーメントによる撲は第
13図を参JMし共の様に求め得る。
第 13 図
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然らば交叉点にゐける技。はさたわ様に求め得る。
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iii. 交叉点反カによる交叉点の接
(1め-(19)式にむいてあ=0とj:;-き， .f(X)の代りにRとし(Ò'JR 左求める。 交叉点反カに
工るMA， MBをmい， (20}-(21)式により(òつHを求める。然らばCaJl{= Ca'JR-(aつR
として計算され， これからRを除いた係数αを求めることが出来る。
連続雪廷の繋み線に就ての一計算法 5 
以tの計算結果を一般式l亡代入すれば断面変化する場作の水平結構D問題が解決し得られる。
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解 析 的 方 法
第1図の様に任意のη径間連続梁ã:考え， 相隣れる任意。AB， BC径間に就て考えるものと
する。支点Aにゐけるモ{メントをlYlAとし支点Bにゐけるモ{メントをlV[B とし支点Cにた
けるモーメントをl\íc とするo AB， BC径聞をそれぞれl1んとナる。然らばAB径問BC
荏間にそれぞれ1簡の集中荷重P1， Pzをもっ場合lYlA， l\IB， Mc 聞の関係については既に知
られている様!'1:クロベロン定理によりさたの関係がある。
P1αlb1(l1 +α1) ， Pzα2 b2(l2+b2) l\íAl1 +2l\fB (l1十l2)+ Mc l2 =一一一一 一一 +一一 一 一…・・…・・・・・.(l)II l2 
との関係�図的に表現ナれば第1図を参照し(1)式の左辺につき ぞ
してdを経て再び、ο1'1:戻る長さと，。より出発してtを経て再びc E M， 
MAの項はαより出発してるに至る長さ， MB の項はcより出発
A 
に戻る長さの示Ilである。 Mcの項はc'より出発してbに至る長さで
ある。左辺は斯様なものL和である。右辺については例えばP1下
についてはP1下のfより出発し連続保件を考えない支点の方に向
って出発し支点を経て9 !'1:至る長さに， gから荷重下のh!τ至る長
G 
子 t: 下』一一一I ..lm ". 一 、ーー ーー .-、一今一
i 
さを乗じ更にんからtに至る長さを乗じiから点訴を以てjに艮
る長さで除したものである。P2についても同様である。斯様な表現をもっ
てすれば何れも矢印の最後は何れも謹続俵件を考えている支点に集合して
いるものでるるω∞。斯様な着想と重ね合せ法則とを併用すれば第2図
を参照してP=j(めとして興えられる場合にゐけるクロベロン定理は容
易にさたの様l'1:導かれる。
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然らば一般n怪間連続梁にたいてク官ベロン定理は何等の考車:も要せや機械的に次の様に記述
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